
報告第１号 令和６年度事業報告について 
                                           

自 令和６年４月  １日 

至 令和７年３月３１日 

 

Ⅰ 令和６年度は、県･市町の支援と社員各位の協力を得て、次のとおり事業を実施した。 

 

１ 農村地域づくり・農業の担い手育成事業（定款第４条第１項第１号、２号） 

 

農村の維持発展を目的として、他地域との交流や地域資源を活用したビジネス展開への助言な

ど、市町が行う地域づくり計画作成や推進を支援し、農村の有する資源を最大限に活用した農村

地域づくりを推進した。 

  また、担い手の確保・育成をさらに推進するとともに、担い手や自給的農家が将来にわたって

安心して農業を継続できる地域づくりに向け、活用可能な農地と新規就農者とを結びつけるなど、

地域全体での農地の有効活用を促進した。 

 

(１) 農村地域づくり事業                  

ア 農村地域づくり支援事業 

        地域の特徴を生かした農村地域づくりへの市町の取組を支援するため、地域に寄り添い

地域の将来像の明確化をサポートする人材の育成支援を行うとともに、市町が地域の将来

計画を策定するにあたり、①国、県や当法人の各種事業等を一体的に活用する提案や、②

地域の課題に応じた専門家の斡旋支援、③担い手不足の地域には、新たな担い手の参入誘

導などに取り組んだ。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

農村地域づくり支援 

地域住民個々 の思いを反映させた将来ビジョンの作成支援や、そ

の実現に向けた活動をコーディネートできる人材育成を支援 

・農村地域づくりの取組支援：６地域 

・農村地域づくりコーディネート力養成講座の開催 

１回（６日間）

11,172,200 

棚田地域への支援 

棚田地域の課題に応じた専門家の斡旋や交流活動を

支援 

・棚田地域の振興計画の作成を支援する専門家派遣（20

回） 

・棚田地域の交流・学習会の開催         １回 

  

イ 都市農村等交流事業 

         都市と農村の交流を促進するため、ボランティア活動の受け入れを希望する地区等(｢ふ

るさとむら｣)に対し、農村ボランティアの募集等の活動支援を行った。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

農村ボランティアの 

募集・登録     

・農村ボランティア登録数             61名 

(延べ登録数 4,037名)  

2,261,000 

 



ウ 農福連携推進事業 

       地域の高齢化がさらに進行するなか、多様な人材の農業参画を図るとともに、障害者の

社会参画を実現するため、「農福連携」に取り組んだ。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

人材育成 

農業・福祉の両分野の基本的な知識・経験を持ち、現場段階

で両方の視点から助言できる人材を育成 

・農福連携技術支援者育成研修会の開催 

１回（４日間） 

8,978,000 

相談及びマッチング 

・農業者からの相談対応             20件 

・農福連携を希望する農業者と福祉事業所等をマッチング 

ﾏｯﾁﾝｸﾞ成立11件 

 

(２) 農業の担い手育成事業               

ひょうご就農支援センターを核に、新規就農者の確保・育成や担い手のさらなる経営発展

のための事業に取り組むことにより、就農から経営の確立まで、農業経営体の経営発展段階

に応じた支援を行った。(農業後継者育成事業積立資産活用事業は【積立資産】と表記) 

 

ア 新規就農者確保・育成推進事業 

  新規就農者への就農に関する相談や各種支援事業の情報提供を行うほか、担い手となる

者への地域への溶け込みや関係機関の就農支援に要する経費への支援等、新規就農者の確

保・育成のための支援事業を実施した。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

ひょうごde就農

サポート事業 
・県内での就農相談会の実施 

就農希望者セミナー､就農現地見学(バスツアー)   各１回 

・県外での臨時就農相談窓口の設置や説明会等を実施 

２回(東京、大阪) 

・農業高校生・農業大学校生で雇用就農を希望する者と経営者

のマッチングを図る農業法人就職相談会       ２回 

59,558,936 

農業入門講座 

in 駅前 

農業や就農に関心のあるサラリーマン等を対象に農業の基礎

的知識が習得できる研修を実施 

平日夜間コース：６回×２期 

休日昼間コース：６回×２期     合計109名 

ひょうごの農 

トライアル事

業 

新規就農相談者で農業体験を希望する者を対象に、県内の優

れた指導農家の下で行う短期・長期のインターンシップ研修を

支援   短期（７日以内）×86名、中期（20日以内）×47名 

新規就農 

コーディネー

ト強化事業 

地域の新規就農者へ実情に応じた技術支援、現地視察を開催 

プロジェクト活動支援    30回 

地域の担い手

定着応援事業 

・新規就農者と指導する農業者とのマッチング支援や地域ぐる

みの支援プランを整備           プラン策定２件 

・農業情報総合サイト等を活用して新規就農者の増加につなが

る情報を発信 



区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

ひょうごで輝く

女性農業者活躍

促進事業 

・女性農業者の確保・育成に取り組むグループの活動を支援                 

12グループ 

・活動事例の紹介などを通じた交流会、女性就農希望者を対象

とした説明会や個別相談会を実施          各1回 

青年農業者育成

指導事業  

・農業高校生等の集いや青年農業者技術交換大会の開催 

・農業高校生等に対する就農への意識調査を実施 

高校生就農講座

開催事業 

【積立資産】  

農業高校生等に対し、地域の青年農業士等による就農に向け

た講演、農場見学等を行い、将来の就農に向けた意識啓発を実

施                  農業関係学校 12校  

若手地域農業

リーダー育成

研修事業 

(海外派遣) 

【積立資産】  

 農業高校生等を海外に派遣し、国際的な視野・農業知識等を

修得させ将来の地域農業リーダーの育成を支援 

派 遣 先：ブラジル連邦共和国 

参加人数：研修生８名、引率指導者等２名  

地域協議会事

業【積立資産】 

地域の実情に応じた若手農業後継者育成対策を展開するた

め､地域協議会を支援                 11協議会 

農業後継者育成

モデル事業 

【積立資産】 

地域の関係機関と連携して、ＪＡ等による農業技術と経営に

関する実践的な研修を行う施設・機械整備費用を助成            

令和６年度は該当者なし  

企業の農業参入

推進事業 

企業の参入ニーズに応じて、様々な手法提案と地域とのマッ

チングにより地域農業への参入を支援       相談件数 63社 

 

イ 担い手の経営発展事業 

企業的経営管理などの知識を有する農業経営体を養成し、地域の担い手となる認定農業

者、リーダーを育成するとともに、集落営農組織等の経営基盤強化を図った。 

また、担い手の経営の安定・発展を図るため、農業後継者育成事業積立資産を活用した

経営発展に資する事業を実施した。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

若手農業者総合対策

事業 

【積立資産】 

 青年農業者の育成と地域農業の活性化を図るとともに、

新規就農者確保・育成のための環境を醸成 

青年農業士会等活動支援(県域)     ２団体 

農業青年クラブ等活動支援        22団体  

71,747,301 

 

 

 

  農業後継者等ビジネスリーダー育成支援事業【積立資産】  

 農業後継者等海

外派遣事業 

  

農業後継者等の経営の高度化・多角化を目的に、新たな

ビジネス展開のため海外での先進地調査・研修活動を支援     

令和６年度は該当者なし  



区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

農業後継者等海

外長期研修支援

事業 

農業後継者等が先進的・近代的な農業体験を国外で1年

以上留学して行う実践研修に支援 

       アメリカ合衆国（派遣計画承認者）：１名 

農業後継者経営発展事業【積立資産】  

 

親元新規就農者

早期経営安定支

援 

地域農業の中心的な担い手となる認定農業者等の後継

者として､親元就農する新規就農者の就農開始と早期安定

のため､施設･機械整備費用を助成          13名 

若手農業後継者

経営安定化促進

支援 

新規就農者から認定農業者にステップアップし、地域

農業を担う若手農業者の経営の安定発展のため、施設・

機械整備費用を助成                      ６名 

青年農業士等経

営発展支援 

次代の兵庫県農業を担う青年農業士の規模拡大や生産

性向上、先進的な取組等、更なる経営・発展のために必要

な施設・機械整備費用を助成              ８名 

ひょうご農業 

ＭＢＡ塾開設事業 

 

企業的感覚で農業経営のモデルとなる農業経営体を養

成するため、専門性の高い内容の「ひょうご農業ＭＢＡ塾」

を開催                 受講生 10名(講義13回) 

農業経営法人化 

支援総合事業 

法人化や経営体質強化を希望する農業経営体を支援す

るため、兵庫県やＪＡ兵庫中央会等を構成員とする経営

戦略会議を開催し、支援対象者を重点指導農業者として  

位置づけ、専門家派遣や経営相談会を実施               

経営相談会 ２回、戦略会議  13回 

              重点指導農業者      65経営体 

専門家派遣           77回  

雇用就農資金 

 

・農業経験が５年未満の就農希望者を研修生として雇用す

る農業法人等に資金を交付              ３回 

・当該農業法人等への指導・支援、研修生への状況確認や

相談対応を実施(現地確認 延べ120経営体) 

集落営農組織力強化

支援事業 

・集落営農の組織化・法人化及び広域化等による経営強化

や後継者育成と円滑な経営承継に向け、地域リーダーを育成す

るための研修等を開催        研修会    ２回 

・農業経営の改善に積極的に取り組み、地域農業の振興な

どの取組が優良な集落営農組織を表彰          1回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 農地の有効活用推進事業（定款第４条第１項第３号）     

 

効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対して農地の集積・集約化を図るため、農地中間管理

事業による農地の貸借や特例事業による農地の買入・売渡、資金貸付による農作業受託を推進し

た。 

また、関係機関と一体となり、ゾーニング意向に基づき担い手と自給的農家が地域全体で農地

活用を行ういきいき農地バンク方式を引き続き推進するとともに、地域農業の将来のあり方や農

地の効率的かつ総合的な利用に関する目標等を定める市町の地域計画策定を支援した。 

(１) 農地中間管理事業 

   「農地中間管理事業の推進に関する法律」に基づき、県から農地中間管理機構の指定を受

け、規模縮小する農業者の農地を、規模拡大をめざす認定農業者や集落営農法人、農業参入

企業等へ転貸し、農地の集積・集約化を進めた。 

事 業 内 容 事業量 事業費(円) 

農地中間管理事業による貸借 
借 受         902ha 196,467,681 

 

 

 

 

 

 

 

貸 付        902ha 

県や県域団体との連携会議 17回 

市町等への業務委託 33団体 

農地バンク戦略会議等の開催 ５回 

評価委員会の開催 １回 

担当者研修会等の開催 ６回 

  

（参考）近年の貸付け等面積の推移 

年 度 R2 R3 R4 R5 R6 

貸付等面積 782ha 853ha 816ha 574ha 902ha 

 

(２) 農地中間管理機構の事業の特例（売買事業）等 

規模縮小する農業者から農地を買入れ、規模拡大をめざす認定農業者等に売渡しを行うと

ともに、農作業受託で規模拡大をめざす認定農業者等に資金の貸付を行った。 

事 業 内 容 件数 事業量 事業費(円) 

農地中間管理機構の事業の特

例 (売買事業) 

買 入 4      1.1ha    4,995,340 

 

 

 

 

 

売 渡 4      1.1ha 

農作業受託促進事業 
継 続 1 5.6ha 

新 規 １ 5.4ha 

 



３ 農業委員会支援事業（定款第４条第１項第２号、３号、４号) 

                                 

「農業委員会等に関する法律」に基づき、県から農業委員会ネットワーク機構の指定を受け、

農地制度の適正執行や農地利用の最適化推進などにかかる農業委員会活動の支援等のため以下の

とおり実施した。 

 

(１) 兵庫県農業会議関係事業 

    農業委員会支援に関する各種事業等に取り組むため、下表の委員会等を開催・運営し、農

業委員会ネットワーク業務の推進方針や事業実施計画の検討・提案等を行った。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

常任委員会 

農業委員会ネットワーク業務の推進方針の立案や、

農業委員・農地利用最適化推進委員の資質向上を図 

る研修等の企画               ３回 

21,787,040 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農地委員会 
農地法に基づく意見照会案件（農地転用面積30ａ 

超え）等の審議                         12回 

担い手・企画 

委員会 

諸事業の効率的な実施方法の検討や農地･担い手 

対策等農業・農村施策の改善意見等の協議   ２回 

農業委員会会長・

事務局長会議 

農業委員会ネットワーク業務の推進方針や農業委 

員会の活動方向等の協議             ３回 

農業団体参事・ 

事務局長会議 

農業委員会ネットワーク業務の次年度計画等に関 

する協議                       １回 

 

(２) 農業委員会支援のための各種事業 

農業委員・農地利用最適化推進委員を対象とした研修や農業委員会活動事例の収集・提供

等を行い、農業委員会活動の強化を図った。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

農業委員会活動強

化事業 

・改選農業委員・農地利用最適化推進委員研修会 

14回 

・事務局職員研修会             ３回 

・田畑売買価格等の情報収集・提供        ２回 

37,902,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地利用効率化事業 ・農業委員会サポートシステム基礎研修会    ２回 

機構集積支援事業 

・農業委員会ブロック別研修大会       ７回 

・女性委員交流研修会           ２回 

・農地担当者会議              ２回 

・農家の意向把握アプリ等説明会       ２回 

・農業委員会巡回（地域計画推進のための台帳・ 

地図整備支援、意見・情報交換等)         43回 

 

 

 

 



区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

耕作放棄地活用総合

対策事業 

・農地パトロールに関する事例等の収集・提供 

                       １回 

 

農業者年金事業 

・担当者会議・研修会                     ４回 

・加入推進特別研修会                     １回 

・農業者年金制度説明会             ８回 

・新規加入の促進                    19名加入  

農業・農業委員会活

動活性化事業 

・全国農業委員会会長代表者集会等への参加 ２回 

・農業・農村施策に関する行政機関等への意見 

 提出                   １回 

・農業者団体等の活動支援          ３回 

・都市農業研修会               １回 

・兵庫県農業会議70周年記念シンポジウムの開催、 

記念誌・DVDの作成            １回 

情報提供推進事業 
・農業及び農業委員会関係の情報収集・提供 

  （全国農業新聞での発信）         25回 

 

（参考１）農地法に基づく意見照会案件等の審議実績 

区  分 件数（件） 面積（㎡） 備 考 

農地法第４条 8 44,957  

農地法第５条 30 222,443 現地調査12回実施 

農地法第18条 2 1,618  

農地法第41条 6 24,222  

合 計 46 293,240  

（注）農地法第４条＝農地所有者が自ら農地以外に転用（自己転用） 

      農地法第５条＝農地転用と合わせて権利移動（売買・賃借等） 

         農地法第18条＝農地賃貸借契約解除等の許可 

         農地法第41条＝利用権設定の知事裁定 

 

（参考２）農地相談等の実績 

区 分 
農地売買 

貸借関係 

農地転用 

関係 

農地の 

解約関係 

農業委員 

会の事務 

遊休農地 

・税制等 
合 計 

件 数 178 175 15 34 26 428 

 

 

 



４ 「楽農生活」推進事業（定款第４条第1項第５号、12号） 

 

(１) 兵庫楽農生活センター管理運営事業 

   ア 施設の管理運営、広報等 

県から指定管理（令和６年度から３年間）を受け、県民の誰もが「農」に関する様々な

体験や学習、実践を通じて、自然と親しみ、自然と共に生きることを実感しながら、食と

「農」を楽しむことができる「楽農生活」を推進した。 

特に、民間参画事業者との連携による新たな体験イベントの企画やSNS等を活用した情

報発信の強化に取り組み、魅力ある楽農生活推進の拠点として管理運営を行った。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

管理運営業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  施設の利用者数                        93,889人 

②  主要イベントの企画・実施         ４回合計8,110人 

  ア 楽農生活フェア（春）                 920人 

    令和６年４月21日(日)開催      

 イ 楽農生活フェア（夏）                3,460人 

   令和６年７月20日(土)開催 

 ウ 秋の感謝祭                    2,170人 

      令和６年11月９日(土)開催 

 エ 楽農生活フェア（新春）              1,560人 

   令和７年１月18日(土)開催  

③  民間参画事業者による体験イベント等の実施 

  ア【株式会社ashimoka】 

   食体験(ﾚｽﾄﾗﾝ)                      26,651人 

   （うちＢＢＱコーナー             312人） 

   野菜栽培体験           (135回)             4,761人  

   きのこ栽培体験           ( 98回)          1,039人 

  イ【神姫バス株式会社】 

    農産物直売利用                    13,742人 

 ウ【楽農生活地元実践グループ】 

   農産物加工体験  （ 53回）          600人 

  エ【老ノ口受託グループ】 

   果樹栽培体験          ( 20回)              1,136人 

  オ【兵庫農機販売株式会社】  

   農機具展示、農機レンタル                   20台 

④  研修室利用件数                                                           378件 

      （研修室A 131件、研修室B 186件、研修室C  61件) 

⑤ きのこ館空調関係機器修繕工事、汚水中継ポンプ等取替

工事などの施設の維持管理 

40,545,085 

 

 

 

 

 

広報・普及      

啓発業務 

 

 

  センター施設や事業内容等の広報、「楽農生活」の普及啓

発等  

①  ホームページやイベントチラシ等による情報発信 

②  LINEやFacebookなどSNSを活用した情報提供 

 

 



イ 楽農学校等事業 

「楽農生活」の実現に向けて、県民誰もが気軽に「農」の大切さを学び、体験し、実践

できるよう、人材の育成や学習を支援する「楽農学校事業」や農作物栽培、加工、食など

の体験・交流を支援する「楽農交流事業」等を実施した。 

区  分 事 業 内 容 事業費(円) 

楽

農

学

校

事

業 

生きがい農業

コース  

 

 

 市民農園などで生きがいとして農業を楽しみたい人を

対象に基礎的な農業知識・技術を習得する研修  

 研修人数           106名(上期55名、下期51名) 

  研修期間：上期：４月～８月              合計15回 

下期：９月～３月              合計14回 

30,331,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就農コース 

 

 

 

 本格的な農業経営（慣行農法及び有機農法）を目指す

人を対象に、学識者や農業実践者による指導や専用ほ場

での栽培実習等総合的な知識や農業技術、経営管理を習

得する研修 

 研修人数              37名(20期14名、21期23名) 

 研修期間         ８月から１年間 

有機農業塾 

 

 

 有機農業の裾野を広げ、取り組む人を育てるための入

門講座として、幅広く基礎的な栽培技術を習得する研修 

 研修人数                    50名 

 研修期間 ４月～１月（月１回）         計10回 

楽

農

交

流

事

業 

親子農業体験

教室 

 

 

 

 

 

 ｢農｣への理解促進と自然とのふれあいを図るため、親

子(家族)を対象に、｢コウノトリ育む農法｣による田植え

から稲刈り・試食までのお米づくりや兵庫県育成品種の

黒大豆枝豆づくりの体験 

 参加者数               161家族（592名） 

  うち お米づくり          121家族（447名） 

     黒枝豆づくり         40家族 (145名） 

農作物栽培体

験 

農作物に親しむイベントとして、そば、小麦やさつま

いも等の栽培体験を実施 

                       1,535名 

新規就農者確保 

事業 

 

 

  楽農学校事業の就農コース研修生のうち、就農前の研

修期間中の所得を補う「農業次世代人材投資資金 

(準備型)」の受給希望者に対して、申請手続等を支援 

 1名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５  分収造林事業（定款第４条第１項第６号､８号） 

 

分収造林地(約２万ha)の管理について、経済性・公益性に配慮し、森林状況等に応じて、利用

間伐、保育等を実施した。 

特に利用間伐の実施については２ヵ年施工を活用し事業量の拡大と収益確保を図った。 

 

(１) 主間伐事業等 

    木材市況の動向、収益性を見極め、造林補助金等を最大限に活用して、利用間伐した木材

を山土場において建築用・合板用・燃料用等に仕分けて販売するなど、収益の向上に努めた。 

    

ア 収 入 

区 分       事 業 量       販 売 額 ( 円 )        

主 間 伐 等  
286.84 ha 

（330.38 ha） 

375,755,270    主 伐  －  

利 用 間 伐 
286.84 ha 

（330.38 ha）  

立 木 補 償   3.77 ha 1,825,560 

計 － 377,580,830 

  （注1）販売額には補助金収入173,637,876円を含む 

  （注2）（ ）書きは外数で、令和６・７年度の２ヵ年施工分 

  

   イ 経 費 

区 分       内 容       事 業 費 ( 円 )        

主 間 伐 等 伐採搬出費等        272,027,146 

立 木 補 償 調 査 費 等              74,000 

計 － 272,101,146 

 

(２) 保育事業 

造林補助金や緑化基金を活用して、森林の適正管理に向け保育間伐を実施した。 

区 分       事 業 量       事 業 費     (円) 

間 伐 85.64 ha 21,450,000 

 

(３) 作業道の開設等 

      造林補助金を活用して、高性能林業機械による立木の伐倒、集積、運搬など、主伐や利用

間伐作業の基盤となる作業道を開設した。 

区 分       事 業 量       事 業 費     (円) 

作 業 道 開 設 等          44,001 m 113,384,702 

 



(４) 繰上償還による利息負担の軽減 

   日本政策金融公庫からの借入金に係る利息負担を軽減するため、広葉樹に樹種転換が進ん

でいる自然林（600ha）を施業除地とする計画を公庫に示し、残債のうち金利の高いものか

ら 990,419,922円を繰上償還した。 

 

（５） 経営改善への取組 

ア 県及び日本政策金融公庫からの多額の借入金について特定調停の手続きを行い、令和７

年度中の債務の整理を目指すこととした。 

   イ  特定調停後の経営については、県の主導により、分収林事業から撤退し林業事業体や市

町が管理主体となる新たな森林管理スキームに移行するとともに、市町の業務負担を軽減

するための仕組を県とともに構築し、その業務の一部を担う。このため、人件費等の管理

運営経費はもとより、円滑な事業運営に必要な運転資金を確保できるよう県との協議を進

めた。 

 

６ 県営分収育林事業（定款第４条第１項第７号､８号） 

 

森林所有者による間伐等の管理が行われず放置された生育途中のスギ・ヒノキ人工林2,360ha

について、公益的機能と経済価値の高い100年生の森林を造成するため、利用間伐や作業道を開設

した。 

 

(１) 利用間伐事業 

    ア 収 入 

区 分       事 業 量       販 売 額 ( 円 )        

利 用 間 伐 15.48 ha 27,238,855 

立 木 補 償 － 0 

計 － 27,238,855 

（注）販売額には補助金収入9,364,500円を含む 

 

イ 経 費 

区 分       内 容       事 業 費 ( 円 )        

利 用 間 伐 伐採搬出費等 13,887,169 

立 木 補 償 調 査 費 等 0 

計 － 13,887,169 

 

(２) 作業道の開設等  

区 分       事 業 量       事 業 費     (円) 

作 業 道 開 設 等          3,824 m 8,248,762 



７  森林整備事業（定款第４条第１項第８号､11号） 

 

  森林の防災機能の強化を図るため、県民緑税を活用した「災害に強い森づくり」事業の基本計

画調査、整備造成工事を実施した。 

 

(１) 緊急防災林整備（渓流対策） 

流木・土石流災害が発生する恐れのある危険渓流沿いの森林において、危険木除去や本数

調整伐等、災害緩衝林整備を実施した。 

区  分 箇所数 事 業 量     事業費(円) 備  考 

基本計画調査        13  59 ha 65,118,900 丹波篠山市ほか６市町 

整備造成工事        21 228 ha 220,421,300 姫路市ほか７市町 

計 － － 285,540,200  

 

(２) 里山防災林整備 

       山地災害の危険性の高い集落裏山において、人家への倒木の恐れのある危険木の伐採や柵

工等の簡易防災施設の設置等、里山林整備を実施した。 

区  分 箇所数 事 業 量     事業費(円) 備  考 

基本計画調査        19 283 ha 140,450,200 豊岡市ほか10市町 

整備造成工事        21 243 ha 386,406,900 豊岡市ほか13市町 

計 － － 526,857,100  

 

(３) 野生動物共生林整備 

    野生動物による農作物被害等が甚大な地域において、人と野生動物との棲み分けを図るバ

ッファーゾーンの設置や広葉樹林整備を実施した。 

区  分 箇所数 事 業 量     事業費(円) 備  考 

基本計画調査        12 248 ha 112,347,770 三田市ほか10市町 

整備造成工事        15 275 ha 144,603,800 福崎町ほか10市町 

計 － － 256,951,570  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８  緑化事業 （定款第４条第１項第９号､11号） 

 

(１) 緑化基金による森林の整備造成等事業 

人工林の適正な管理や里山林の再生等をめざす「新ひょうごの森づくり」を推進するため、

間伐や里山林整備等の事業を行う市町等に対して、緑化基金を財源とした補助金交付事務を

実施した。 

事 業 名        事 業 量     事 業 費(円) 

「森林管理100％作戦」推進事業                      547 ha            7,277,762 

住 民 参 画 型 里 山 林 再 生 事 業                        141 ha               2,642,000 

協 同 の 森 づ く り 推 進 事 業 １式       1,020,000 

企 業 の 森 づ く り 推 進 事 業                        １式             1,226,000 

計 －      12,165,762 

  （注）企業の森づくり推進事業は、収益事業等(緑化推進助成事業)で実施 

 

(２) 受託事業 

治山事業（保安林整備）や砂防事業（グリーンベルト整備）、森林環境譲与税等を活用した

森林整備事業など、県や市町が実施する事業の調査・計画策定、設計積算業務を実施した。 

区       分 件 数     事 業 費(円) 

兵 

庫 

県 

農林水産部 

〔調査設計業務等〕 
   ３           19,107,000  

土  木  部 

〔調査設計業務等〕 
   ２            12,719,300  

企 業 庁 

〔保守管理業務等〕 
   ２              9,368,700  

市 町 等 

〔調査設計業務等〕 
   ９       87,441,390  

計     16           128,636,390  

 

９ 県有林等の管理等受託事業（定款第４条第１項第10号） 

県民の身近な森として利活用している県有林や、乱開発等を抑止するために県が取得した県有

環境林において、林内の巡視や危険木伐採等の維持管理を実施した。 

区 分        箇 所 数 面 積 事 業 費(円) 
 

 

 

 

 

 

 

県   有   林 

〔巡視・施設修繕等〕 
８   275 ha 17,724,000 

県 有 環 境 林          

〔巡視・森林保全等〕 
10 1,214 ha 46,575,175 

計 18 1,489 ha 64,299,175 

 
 



１０  県立三木山森林公園管理運営事業 （定款第４条第１項第12号） 

 

県から指定管理(令和４～８年度)を受け、市街地に隣接した約81haの自然豊かな森林公園に

おいて、県民の文化・レクリエーション活動、森林環境学習の場として、人と森林
も り

とのふれあ

いを深める取組を推進する。 

このため、屋内外施設の適正な管理運営、利用促進に向けた公園情報の発信、体験イベント

などに取り組んだ。また、生物多様性を育む公園として、草原や水辺(湿地)環境の維持保全な

どに取り組んだ。さらに、三木市から天然記念物の指定(令和5年4月21日)を受けた「コバノミ

ツバツツジ群落」を適切に整備し、積極的に情報発信を行うとともに「人と森林
も り

との共生」を

実現する魅力ある公園として管理運営を行った。 

事  業  内  容 事 業 費(円) 

①  入園者数                                         524,091人 
②  施設等利用件数                                     3,243件 
   ア 音 楽 ホ ー ル                                176件 
   イ 多目的ホール、研修室                                 98件 

ウ 森 の 風 美 術 館                                120件 
   エ 会 議 室                                 217件 
   オ 森 の ク ラ フ ト 館                               2,340件 
   カ 茶 室                                 30件 
   キ そ の 他                                 262件 
 ③ 多様な森づくり等の実施 
  ア  森林管理 
  ・コバノミツバツツジ群落整備を含む低木林管理等 
  ・中高木の管理 
    ・森林病害虫等防除事業の受託 
  イ「生物多様性戦略」に基づく保全・再生 
  ・チョウの森、ビオトープ池の整備 
  ・ススキ、チガヤ草原の水辺環境整備 
  ・環境省の「モニタリングサイト1000里地調査」の実施 
  ウ 芝生や花壇の管理 
 ④ 森林・緑化に関する知識の普及等 
  ア 自然環境学習等 （11小学校、延べ22回・1企業、延べ2回） 
  イ 緑化相談等技術指導                                   328件 
 ⑤ イベント等の企画実施 
  ア 普及啓発事業：自然観察会、木工教室等 30回        13,936人  
   イ 自主事業：コンサート、落語等  7回                   616人 
⑥ 施設の維持管理 
  ア 公園用地の巡視管理、建物施設の保守点検 ほか 
  イ 修繕工事 
  ・クラフト館の扉の修繕 
  ・音楽ホール空調機温度センサー移設工事 
  ・深井戸水中ポンプ更新工事 
  ・ナラ枯れ被害木伐採作業 ほか 
 ⑦ 施設や活動内容等の情報発信等 
  ア イベントチラシの配布  年３回              69,000部 
  イ ホームページ、新聞、雑誌、ＳＮＳ等による情報発信 
  ウ 展示室を利用した生物多様性の普及啓発等 

エ レストランで地元の素材を使った食事の提供等による食を通じた
魅力づくり 

143,360,938 

 



１１  次世代施設園芸モデル団地事業（定款第４条第1項第13号） 

     

国及び県の補助金を活用して加西市に整備した「ひょうご次世代施設園芸モデル団地」について

県次世代施設園芸モデル団地運営協議会の方針や県・地元市等との協力のもと、（株）兵庫ネクスト

ファームに、施設を賃貸する事業を実施した。 

区  分 事 業 内 容        事業費(円) 

賃貸事業  施設等の貸付賃料の収受、土地使用料等の支払 3,225,872 

  （注）収益事業等(次世代施設園芸モデル団地事業)で実施 

 

  ［参考］ 

 施設の概要 

区   分 事 業 内 容 

事 業 地  加西市鶉野町・野条町（約８ｈａ） 

貸 付 施 設 ・フェンロー型温室（約0.89ha×４棟／計3.6ha） 

・統合環境制御設備 

・加温施設（木質バイオマスボイラー等） 

・集出荷施設・倉庫 等 

貸 付 先 

（施設運営主体） 
（株）兵庫ネクストファーム 

貸 付 期 間  2015年（平成27年）8月1日～2035年（令和17年）8月31日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ 令和６年度事業報告の附属明細書 

 

 １ 理  事  会 

開催年月日 名 称 ・ 場 所         出席者 決議事項及び報告事項 

 
R6. 6. 7 

 
第８回理事会 
(兵庫県農業共済会館)  

 
13名 

報告事項 
(１)理事長、副理事長、兵庫県農業会議会長、

常務理事の職務執行状況報告 
(２)分収造林事業のあり方検討委員会の状況

報告について 
決議事項 
(１)令和５年度事業報告について 
(２)令和５年度決算について 
(３)令和６年度会計監査人に対する報酬等に

ついて 
(４)第７回社員総会の招集について 

 
R7. 2. 7 

 
第９回理事会 
(兵庫県土地改良会館)  

 
12名 

報告事項 
(１)分収林地を含む森林管理のあり方検討委

員会の状況等について 
(２)分収造林・育林事業に係る債務整理につい  
  て 

 
R7. 3.18 

 
第10回理事会 
(兵庫県土地改良会館)  

 
 11名 

報告事項 
(１)理事長、副理事長、兵庫県農業会議会長、

常務理事の職務執行状況報告 
決議事項 
(１)令和６年度事業計画の変更について 
(２)令和６年度収支予算の補正について 
(３)会費の額等の決定について 
(４)令和７年度事業計画について 
(５)令和７年度収支予算について 
(６)諸規程の一部変更について 
(７)第８回社員総会の招集について 

 
  （みなし理事会） 

開催年月日 区 分 出席者 決 議 事 項 

 
R6. 4. 1 

 

 
理事会の決議の省略 
(定款第36条第2項関係) 
 

 
 － 
 

 
(１)副理事長の選定について 
(２)副理事長、兵庫県農業会議会長及び常務理

事の業務の分担について 
(３)常勤の役員に対する報酬等の額について  

 
R6. 7. 1 

 
理事会の決議の省略 
(定款第36条第2項関係) 

 
  － 

 
(１)顧問の委嘱について 

 
 
 
 
 
 
 
 



 ２ 社 員 総 会        

開催年月日 名 称 ・ 場 所         出席者 決議事項及び報告事項 

 
R6. 6.25 

 

 
第７回社員総会 
(兵庫県土地改良会館)  

 
84名 

報告事項 
(１)令和５年度事業報告について 
(２)令和５年度決算について 
(３)分収造林事業のあり方検討委員会の状況

報告について 

 
R7. 3.26 

 
第８回社員総会 
(兵庫県農業共済会館) 

 
81名 

報告事項 
(１)県政改革調査特別委員会資料(抜粋) 

令和６年12月20日県当局改革案 
決議事項 
(１)令和６年度事業計画の変更について 
(２)令和６年度収支予算の補正について 
(３)会費の額等の決定について  
(４)令和７年度事業計画について 
(５)令和７年度収支予算について 
(６)役員の選任について 

 （注）出席者には、委任状・議決権行使による者を含む。 
 
 ３  顧 問 会 議        

開催年月日 名 称 ・ 場 所         出席者 諮  問  事  項 

 
R6.11.12 

 
ひょうご農林機構 
顧問会議 
［三木山森林公園管理事務

所、 すまいるふぁーむ藤本 

(藤本農園)] 

 
４名 

 
(１)機構の概要 
(２)令和６年度事業の概要 
(３)現地視察 

 
 ４  監     査 

監査区分      監査年月日 監 査 執 行 者 名         指摘事項 

〔監      事〕 
決  算 

 
 

中    間 
 
 
 

例  月 

 
R6. 5.27 

 
 
 

R6.11.26 
 
 
 

R6.4月～R7.3月 

 
緒 方 監 事 
吉 田 監 事 
船 田 監 事 

   
緒 方 監 事 
吉 田 監 事 
船 田 監 事 

 
緒 方 監 事 

な し 

［会計監査人〕 
  決  算 
 
  期  中 

 
R6.5.21～23 

 
R6.12.9､11､13､17 

 
公認会計士 渡邉康夫 
 
公認会計士 渡邉康夫 

な し 



 ５ 内部統制に関する体制の運用状況 
 
     関係法令、定款及び機構規程を遵守して、令和６年６月７日開催の理事会で決議し「内部統

制の整備に関する基本方針」の適切な運用を行っている。 
    特に、主要事業及び懸案事項に係る進行管理として、随時及び定期に業務を執行する理事並

びに常勤の監事による会議を実施し、損失の危険の管理を行っている。 
     なお、令和６年度においては、定期の当該会議を12回実施した。 
  今後も、「内部統制の整備に関する基本方針」を適切に運用し、理事の職務の執行が法令及び定

款に適合することを確保し、その他法人の業務の適正を図れるよう取り組む。 
 

 
内部統制の整備に関する基本方針 

 
   「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第90条第４項第５号」及び「一般 社団法
人及び一般財団法人に関する法律施行規則第14条」の規定に基づき、内部統制の整備に関
する基本方針を以下のとおり定める。 

 
 １ 理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
  (１) 理事は、関係法令、定款及び機構規程を遵守し、公正な職務執行を行うことを確保

する。 
(２) 理事長及び業務を執行する理事は、理事会の決議を理事が合理的に行えるように、

充分な情報提供を行わなければならない。 
(３) 理事は、重大な法令違反、その他法令、定款及び機構規程の違反に関する重大な事

実を発見した場合には、遅滞なく理事会及び社員総会において報告するものとし、当
該報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないものと
する。 

(４) 監事は、理事会への出席、業務執行状況の調査などを通じ、理事の職務執行の監査
を行う。 

  
 ２ 理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
  (１) 理事は、理事会及び社員総会、その他重要な会議の議事録を、法令及び機構規程に

従い作成し、適切に保存、管理する。 
  (２) 職員の職務に関する文書については、法令、「公益社団法人ひょうご農林機構文書

取扱規程」及び「公益社団法人ひょうご農林機構文書の整理編さん保存基準」等機構
規程に基づき適切に作成、保存、管理する。 

 
 ３ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
   業務を執行する理事に、職員が主要事業及び懸案事項に係る進行管理の状況について報

告し、必要に応じて業務を執行する理事が指示事項を職員に示し、損失の危険の管理を行
う。 

    また、業務を執行する理事の判断を要する案件については、随時、職員が業務を執行す 
る理事に諮り、対応方法等の指示を受け、対応等を行う。 
 

 ４ 理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
(１) 理事会は、原則年２回開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、機動的な意思決 

定を行う。 
(２) 理事会及び社員総会の決定に基づく業務執行は、「公益社団法人ひょうご農林機構 

組織規程」及び「公益社団法人ひょうご農林機構決裁規程」等機構規程に基づき組織
的かつ効率的な執行を行う。 

 
 



５ 職員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
  (１) 職員は、重大な法令違反、その他法令、定款及び機構規程の違反に関する重大な事

実を発見した場合には、直ちに理事に報告するものとし、当該報告をした者が当該報
告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないものとする。 

  (２) 職員の法令、定款及び機構規程に違反する行為については、「公益社団法         
人ひょうご農林機構職員就業規則」等機構規程に基づき、懲戒を決定する。 

 
 ６ 監事がその職務を補助すべき職員を置くことを求めた場合における当該職員に関する

事項、当該職員の理事からの独立性に関する事項及び監事の当該職員に対する指示の実効
性の確保に関する事項 

  (１) 監事が、その職務を補助すべき職員を置くことを求めたときは、理事長は職員から
監事補助者を任命する。 

  (２) 当該職員は、監事から具体的に指示のあった職務の執行にあたっては、監事の指揮
命令を受け、理事の指揮命令を受けない。 

  (３) 当該職員の異動及び懲戒には、監事の同意を必要とする。 
 
 ７ 理事及び職員が監事に報告をするための体制その他の監事への報告に関する体制及び

当該報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
保するための体制 

   理事及び職員は、機構に著しい損害を及ぼす恐れのある事実、及び理事及び職員の重大
な法令違反、その他法令、定款及び機構規程の違反に関する重大な事実を発見した場合に
は、直ちに監事に報告するものとし、当該報告をした者が当該報告をしたことを理由とし
て不利な取扱いを受けないものとする。 

 
 ８ 監事の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執

行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 
   監事の職務の執行について生ずる費用等については、役員等の報酬等に関する規程等機

構規程に基づき適正に処理するものとする。 
 
 ９ その他監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制 
  (１) 監事は、理事会に出席するほか、必要に応じて重要な会議に出席することができ、

機構の業務執行に関する報告を受け、業務を執行する理事の決裁等については原則と
して回付を受けるものとする。 

  (２) 監事は、いつでも必要に応じて、理事及び職員に対して報告を求めることができる                                                                                                                             
  (３) 監事及び会計監査人は、監査を効率的に実施するとともに監査情報の交換をするた

め、随時連絡調整する。 
 
 10 公益通報制度により通報した通報者の保護等を確保するための体制 
   理事、監事及び職員が法令違反行為等又はそのおそれのある事実を発見し、公益通報制

度により通報した場合は、当該通報をした者が当該通報をしたことを理由として不利な取
扱いを受けないものとする。 



 ６  登 記 事 項        

 

    令和 ６年 ４月１０日    理事の変更、監事の変更 

令和 ６年 ７月 ９日    会計監査人の重任 

令和  ６年 ９月２０日    理事の辞任 

 

 ７  役 員 の 変 更 

     

令和 ６年 ４月 １日   就 任   理事  多田 勝利 

                  就 任   監事  緒方 孝昭 

   令和 ６年 ９月 ９日   辞 任   理事  波々伯部 正 

   令和 ７年 ３月２６日   就  任      理事  森垣 雄一郎 

   令和 ７年 ３月３１日   辞 任   理事  時里 文崇 

辞 任   理事  中島 達也 

辞 任   監事  緒方 孝昭 

                                                          

 ８  社 員 の 増 減 

区   分 社 員 数 

令 和 ５ 年 度 末 ８４ 

令 和 ６ 年 度 末 ８３ 

差 引 増 減 △１ 

 

 

 ９  役 職 員 の 増 減 

区   分 
役     員 

職   員 
理  事 監  事 

令 和 ５ 年 度 末 １６ ３ ２１７ 

令 和 ６ 年 度 末 １７ ３ ２１３ 

差 引 増 減  １ ０    △４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１０　職　員　現　員　表

2 1 3 11 14

県 南 事 務 所
1

兵庫県立三木山
森 林 公 園 管 理
事 務 所

県 北 事 務 所
118 3

11 3 14 9 24

10 21

(13)

16 16 1 3 20

(12) (12) (1)

(40)

40 40 17 57

(40) (40)

農村・担い手部
(3) (3) (2)

(49)

46 51 28 80

(3) (45) (48) (1)

1

2

11 1 4 16

(5)

3 3 14 19

（令和７年３月３１日現在）

経 営 企 画 部
(4) (4)

区　　　分 主　事 技　師 技術員 小　計

本
　
　
　
　
社

6

農 地 対 策 部
5

う ち
農 地 管 理
事 務 所

森 林 緑 化 部

再任用 嘱　託 計

(8) (8)

5

※兵庫県農業会議業務従事職員２２名を含む
※（　）内は県派遣職員で内数
※県派遣職員のうち５８名は併任
　（併任職員の内訳）経営企画部　　　技師４名
　　　　　　　　　　農地対策部　　　主事２名、技師４4名
　　　　　　　　　　（うち農地管理事務所　技師４０名）
　　　　　　　　　　森林緑化部　　　技師８名
※兼務役員１名を除く

合　　　　計
(8) (67) (75) (7) (82)

12 94 7 113 9 91 213

兵 庫 楽 農 生 活
セ ン タ ー

(1) (3) (4) (3) (7)

1 3 4 3 12 19



１１　組　　　織

理　　　　事 常 務 理 事
兵庫県

農業会議会長
兵庫県農業会議

（令和７年３月31日現在）

理　事　長

監　　　事 会計監査人

副 理 事 長

本　　　社

経 営 企 画 部 農村・担い手部 農地対策部 森 林 緑 化 部

園 芸 団 地
担 当

農地集約

推進担当

森 づ く り
支 援 担 当

管

理

課

経

営

課

園

芸

団

地

課

地

域

づ

く

り

課

経

営

支

援

課

農

地

活

用

課

農

地

調

整

課

農
地
集
約
推
進
担
当

森

林

管

理

課

森

林

整

備

課

森

づ

く

り

支

援

担

当

県 南
事 務 所

県 北
事 務 所

兵 庫 楽 農 生 活
セ ン タ ー

兵庫県立三木山森林
公 園 管 理 事 務 所

農

地

管

理

事

務

所

楽

農

学

校

課

管

理

運

営

課

（

10
箇
所
）

業

務

第

１

課

業

務

第

２

課

業

務

第

１

課

業

務

第

２

課

総

務

課

楽

農

交

流

課


